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AI　「MORIAGARO」　TOUR

［　文　化　プ　ラ　ザ　］　窓口販売・電話予約／9：00～20：30
［　チケットぴあ　］　☎0570　―　02　―　9999

Pコード：202　―　334（由紀・安田）　204　―　808（AI）　詳細はhttp://t.pia.jp/まで

好評発売中　！ 残席わずか　！

日　時　９月21日（土）
17：30開演

場　所　サンホール
入場料　〈全席指定〉
▷一般
3,000円　（当日3,500円）
▷高校生以下
1,000円　（当日1,500円）
ゲスト　土岐少年少女合唱団
※３歳未満のお子様のご入場は
　ご遠慮ください。

日　時　11月23日（土・祝）　18：00開演
場　所　サンホール
入場料　一般　6,300円〈全席指定〉
※４歳以上のお子様から入場券が必要です。

由紀さおり＆安田祥子ファミリーコンサート
～うたが咲いています～

“これからを生きる子どもたちに、
　　　　　　　　　　美しい日本の歌を伝えたい”

ニューアルバム「ＭＯＲＩＡＧＡＲＯ」を引っ提げ
全国ツアーを開催するＡＩが土岐市に！
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瓶へ

い
子し

・

洗せ
ん

（
洗
面
）
な
ど
の
製
品
に
、
灰か

い
ゆ
う釉

が
ハ
ケ
塗
り
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

こ
れ
ら
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釉
陶
器
は
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」
と
呼
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れ
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も
の
で
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戸

窯
の
影
響
を
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れ
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と
考
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中
国
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濃
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濃
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い
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格
的
な
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陶
器
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が
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さ
れ
る
の
は
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瀬
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ん
。

灰釉製品（下石西山2号窯跡出土）


